
報告① 平成 27 年度 実績報告について 
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恵　庭　市　立　図　書　館　　　本　館
年 度 開館日数 入 館 者 数 蔵 書 数 貸 出 冊 数 （内児童書）

２３ 303 207,226 683.9 人 201,283 419,255 (124,676) 1,383.7 冊

２４ 302 200,897 665.2 人 204,235 416,603 (128,559) 1,379.5 冊

２５ 301 198,490 659.4 人 206,080 427,502 (126,797) 1,420.3 冊

２６ 302 198,117 656.0 人 207,700 441,335 (125,609) 1,461.4 冊

２７ 302 198,371 656.9 人 210,988 463,040 (137,372) 1,533.2 冊

恵　庭　分　館
年 度 開館日数 入 館 者 数 蔵 書 数 貸 出 冊 数 （内児童書）

２３ 303 75,687 249.8 人 52,665 144,643 (51,941) 477.4 冊

２４ 302 73,647 243.9 人 54,356 141,862 (56,288) 469.7 冊

２５ 301 71,995 239.2 人 55,837 142,514 (55,934) 473.5 冊

２６ 302 70,738 234.2 人 57,127 140,116 (52,749) 464.0 冊

２７ 304 71,252 234.4 人 59,610 139,163 (50,511) 457.8 冊

島　松　分　館
年 度 開館日数 入 館 者 数 蔵 書 数 貸 出 冊 数 （内児童書）

２３ 303 27,329 90.2 人 32,843 65,435 (17,258) 216.0 冊

1 日 平 均 入 館 1 日 平 均 貸 出

1 日 平 均 入 館 1 日 平 均 貸 出

1 日 平 均 入 館 1 日 平 均 貸 出

２３ 303 27,329 90.2 人 32,843 65,435 (17,258) 216.0 冊

２４ 302 26,142 86.6 人 33,903 68,147 (17,266) 225.7 冊

２５ 301 27,283 90.6 人 33,928 71,600 (19,217) 237.9 冊

２６ 302 25,902 85.8 人 34,237 61,281 (17,282) 202.9 冊

２７ 305 25,733 84.4 人 34,214 58,287 (16,508) 191.1 冊
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図　書　館　全　館
年 度 開館日数 入 館 者 数 蔵 書 数 貸 出 冊 数 （内児童書）

２３ 303 310,242 1023.9 人 286,791 629,333 (193,875) 2,077.0 冊 9.14 冊 42,118 人

２４ 302 300,686 995.6 人 292,494 626,612 (202,113) 2,074.9 冊 9.11 冊 39,085 人

２５ 301 297,768 989.3 人 295,845 641,616 (201,948) 2,131.6 冊 9.33 冊 40,637 人

２６ 304 294,757 969.6 人 299,064 642,732 (195,640) 2,114.3 冊 9.35 冊 42,143 人

２７ 304 295,356 971.6 人 304,812 660,490 (204,391) 2,172.7 冊 9.59 冊 43,556 人

]
　※　「市民１人当貸出冊数」は、前年度の３月末日の人口を使用しています。

　※　「蔵書数」は、雑誌を含んだ冊数です。
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領域： 全般

新規 参加人数・対象

継続 （前年度参加人数）

継続 乳児～児童

おはなしのへや 110回　1,169名

（1,191名）

交流プラザ 33回　209名

（218名）

研修室 24回　49名

（144名）

継続 小中学生～一般

10回　150名

（147名）

継続 9・10か月児と親

12回　499部

（510部）

1歳6か月児と親

12回　562部

（500部）

継続 一般

継続 児童～一般

毎週水曜日 視聴覚室 47回　470名

(586名)

第2･4土曜日 会議室 21回　108名

(212名)

　子供向け映画会

随 時

ＢＡＬＬＯＯＮおはなし会

乳児期における利用サービスの取り組みとして、保健師と連
携しながら絵本・絵本ガイドなどが入った「ブックスタート
パック」をプレゼントする。保健センター

随時 おはなしのへや

　本　　館

映画会 上映許諾及びパブリックドメインの映画を上映。

備　　考事　業　名 開催日 実施場所 事業内容（簡潔に記入）

展示事業

おはなし広場

市内・外で文化活動を続けている個人、団体の発表の場。

家庭での読書環境の継続と充実を図るため、保健センターで
実施される１歳６ヶ月児健診に参加された親子に絵本１冊と
絵本ガイドをプレゼントする。保健センター

【 図 書 館 】

事業費（千円）

毎月1回

２．ブックスタートプラス

保健センター訪問事業

洋書絵本の原語による読み聞かせ。児童が異文化に触れ、国
際感覚を養うことを目的とする。読み手は図書館員と市教委
採用ＡＬＴ。

毎月1回

児童奉仕活動の基本的な事業として、絵本の読み聞かせ、紙
芝居等を実演。市内の読み聞かせサークルの協力を得て実施
している。午前の部は乳幼児、午後の部は幼児～小学校低学
年が対象。

78　恵庭分館

・シルバー人材センター写真展(4/17～4/30)
・石膏デッサン２Ｂ会(5/12～5/24)
・フォトクラブ「写遊」写真展(5/26～6/7)
・男女共同参画週間啓発パネル展(6/10～6/19)
・恵庭写真協会写真展(7/7～7/12)
・陽心会書画展(7/14～7/26)
・水彩画空の会(8/11～8/20)
・島松絵画同好会(8/21～8/30)
・山本紘正絵画教室展(9/1～9/13)
・小学生ふるさと景観絵画コンクール(9/18～9/29)
・写真展　ヤッフォート(11/1～11/8)
・かわせみ写真展　恵庭かわせみの会(11/8～11/15)
・水墨画作品展恵水墨アート(11/15～11/22)
・油絵 水墨画作品展　油絵教室　零(11/22～11/29)
・作品展　恵庭美術協会(12/1～12/13)
・デジタルカメラ写真展(12/16～12/26)
・恵庭北高校美術部校外展(1/19～1/26)
・柏小学校「本のショーウィンドー展」(2/2～2/14)
・絵手紙和の会作品展示(3/8～3/20)

ギャラリー

　島松分館

　大人向け映画会

随時

１．ブックスタート

図書館所蔵資料を
活用

図書館所蔵資料を
活用

図書館所蔵資料を
活用

0

489

826

0

65
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領域： 全般

新規 参加人数・対象

継続 （前年度参加人数）

継続 小学生

62名

(77名)

継続 小学生の親子

のべ103名

(55名)

継続 小学生の親子

78名

(33名)

新規 小学生の親子

48名

継続 児童～一般

51施設

(41施設)

102名

(38名)

継続 一般

38名

(47名)

新規 幼児～小学生

28名

継続 幼児～中学生

4/17～5/8 主玄関ホール

4/18 視聴覚室 75名

（102名）

5/2 視聴覚室 5名

（9名）

継続 一般

0

18

130

大人のための朗読会

10/25 視聴覚室

「朗読の会北こぶし」による北海道ゆかりの文学の読み聞か
せ。

　２．スタンプラリー

10/1～11/29

0

8/1～8/9

7/29

1/7 視聴覚室

親子や小学生を対象に絵本や物語の楽しさを広めるため、大
型紙芝居やペープサート等の出し物を行い、通常の「おはな
し広場」への興味を喚起する。

27施設

「恵庭まちじゅう図書館」事業の1周年記念および事業周知を
目的として、希望施設を対象にスタンプラリーを実施。抽選
の景品は「一日図書館長」「図書館オリジナル展示作成」な
ど。

8/9～11
12/23～26

参加者とぬいぐるみが一緒に絵本の読み聞かせ等を体験した
後、ぬいぐるみのみ図書館に宿泊。その様子をアルバムにし
たものを渡し、おすすめの絵本1冊を参加者に紹介する。

恵庭分館

終戦記念日関連事業

　原爆パネル展示

おはなし広場　夏休みスペシャル

おはなし広場　冬休みスペシャル

親子や小学生を対象に絵本や物語の楽しさを広めるため、大
型紙芝居やペープサート等の出し物を行い、通常の「おはな
し広場」への興味を喚起する。

子ども読書の日記念事業

　１．展示｢この本読んだ？2015｣

　２．親子のためのパペットシアター

ギャラリー

ぬいぐるみ図書館おとまり会

　３．子ども映画会

小学生を対象に、夏休みに子供向けの映画を6日間連続で上
映。

まちじゅう図書館

こども映画会夏休みスペシャルウィーク

8/4～8/9 視聴覚室

視聴覚室

　１．参加施設

親子や小学生を対象に絵本や物語の楽しさを広め、通常の
「おはなし広場」への興味を喚起する。また、市内読み聞か
せボランティアと協働で事業を行うことで読書活動の推進を
図る。

通　年

市内施設・店舗等で働く人の選んだ本を施設内に展示するこ
とにより、市民同士が本を通じた交流を可能とする場所を増
やす。また、参加施設を掲載した「恵庭まちじゅう図書館
マップ」を作成し、市内各所で配布する。

おはなし広場　クリスマス幻灯会

12/19

事　業　名 開催日 実施場所 事業内容（簡潔に記入）

視聴覚室

備　　考事業費（千円）

0

図書館所蔵資料を
活用

0

【 図 書 課 】

図書館所蔵資料を
活用

終戦をテーマにし、図書館資料を用いて事業を展開し、戦争
を考える機会を提供する事業。 0

図書館所蔵資料を
活用

20

平成１３年１２月制定「子ども読書活動の推進に関する法
律」で定められた「子ども読書の日」を広く周知するために
開催。

図書館所蔵資料を
活用

図書館所蔵資料を
活用

図書館所蔵資料を
活用

0

0
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領域： 全般

新規 参加人数・対象

継続 （前年度参加人数）

継続 小中学生

8,591冊

（9,952冊）

1,219冊

（1,076冊）

21件　869名 小学生861名

（777名） 中学生8名

5件　22名 中学生18名

（20名） 高校生4名

2件　664名 小学生664名

(0名)

4名 短大生4名

(0名)

継続 団体 幼稚園等510名

686名 学童クラブ132名

（461名） その他44名

継続 小中学生

20名

（13名）

継続 小中学生

490名

(494名)

継続 親子

40名

(45名)

継続 幼児～一般

延べ1,569名

(1,325名）

備　　考

【 図 書 課 】

事　業　名 開催日 実施場所 事業内容（簡潔に記入） 事業費（千円）

学校教育機関との連携

随　時

学校カード、学年カード、学級カードを使用し「絵本・物語
団体貸出」を中心に貸出を行った。
また市立図書館の蔵書を児童及び教職員が学校図書館を介し
て貸出が受けられる学校図書館配本システムにより、協力貸
出が増加している。

951

　１．学校への団体貸出

　　　協力貸出

２．総合学習への支援
随　時

総合学習、調べ学習のための図書館団体利用の受入。
0

　３．職業体験学習
随　時

図書館司書業務の体験学習の受入。
0

　４．職員派遣
随　時

総合学習や事例報告のための訪問。
0

　５．実習生受入
随　時

大学の図書館司書課程を履修している学生の実習受入。
0

団体利用受入

随　時

幼稚園等の見学など団体利用の受入。

0

調べる学習講習会

7/28 視聴覚室

「第６回小中学生調べる学習コンクール」に向け、小学生を
対象に図書館職員が調べ学習のコツやまとめ方のポイントな
どを指導。 0

2/7 視聴覚室

図書館所蔵資料を
活用

「夏休みは調べ学習に挑戦！」

第６回

9/3～10/2

児童生徒が自ら学ぶ力を育成することを目的に開催。

28恵庭市小中学生調べる学習コンクール

ステージや体験コーナーなど、全ての市民を対象に開催。

10

家読（うちどく）推進事業

通　年

家庭で同じ本を読み、感想を話し合うことでコミュニケー
ションを深める「家読(うちどく)」の普及に努める。
・うちどくノートの作成・配布（2,500部）
・「この本読んだ？ブックリスト2015」の作成・配布
（2,500部）

49
　１．うちどくノート及びブックリスト

　　　の作成・配布

　２．家読講演会 旭川赤十字病院　第一小児科部長の諏訪清隆氏を講師に招
き、親が電子メディアが子どもに与える影響や、子供の健康
のための読み聞かせや運動がいかに重要かを学ぶ。 30　　　「デジタル時代の子どもの脳と心」

第２３回　図書館まつり

10/17 本館
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領域： 全般

新規 参加人数・対象

継続 （前年度参加人数）

新規 一般

48名

新規 一般

46名

継続 親子

4組

(4名)

新規 児童～一般

14名

継続 高齢者・障がい者

98件

（144件）

0件

（1件）

0件

（0件）

15件

（14件）

新規 小学生

19名

継続 一般

538名

（316名）

新規 企業

17件　30誌

備　　考

【 図 書 課 】

事　業　名 開催日 実施場所 事業内容（簡潔に記入） 事業費（千円）

0図書館インターネットサービス活用講座

0通年
雑誌スポンサー制度

1/6 全館

親子や小学生を対象に、昔ながらの遊びである折り紙の楽し
さを広める。また、市内読み聞かせボランティアと協働で事
業を行うことで読書活動の推進を図る。

～親子で挑戦～

第１回　図書館を考えるフォーラム

11/19 視聴覚室

市民の読書活動を支えるための持続可能な図書館のあり方を
市民とともに探る。

50

「ＭＹ本棚」等の図書館システムの新機能を市民へ周知の上
活用を促し、市民の読書活動の推進を図る。

8/7 会議室

第２回　図書館を考えるフォーラム

2/13

市民の読書活動を支えるための持続可能な図書館のあり方を
市民とともに探る。

20

　１．高齢者等図書宅配サービス

真夏に挑戦！　おりがみクラブ

8/11 恵庭分館

視聴覚室

視力に障がいをお持ちの方への録音図書や点訳図書の郵送貸
出。

0

高齢者・障がい者等サービス

通　年

高齢者など図書館来館が困難な市民に対し、図書の貸出・返
却を有償で実施する。

0

まちづくりチャレ
ンジ協働事業

07/24

絵本すごろくで遊ぼう！

　２．図書の音訳
通　年

恵庭市朗読赤十字奉仕団による図書の音訳。

　３．郵送貸出
通　年

0

図書館開館24時

幼児から小学生を対象に、読書に対する関心や新たな活動に
取り組む機会を設ける。また、幼児や児童に人気の絵本を題
材としたすごろくを使用することで、より本や読書に親しむ
きっかけづくりとする。

図書館を深夜0時まで開館し、音楽会や読み聞かせ、絵本講座
などの催しのほか、本の貸出（実績738冊）を行う。

企業や商店、個人が社会貢献の一環として、雑誌を提供する
制度。提供雑誌の「最新号」のカバーと雑誌架にスポンサー
名を表示、カバーの裏面に会社概要などを周知できる。

　４．対面朗読サービス 毎月
第2･4水曜日

対面朗読室
恵庭市朗読赤十字奉仕団の協力により、視覚障がい者への対
面朗読を実施。

7



領域： 全般

新規 参加人数・対象

継続 （前年度参加人数）

継続 市立図書館の利用状況
開館
日数
（日）

入館
者数

（人）

貸出
冊数
（冊）

予約
冊数

（冊）
恵み野本館 302 198,371 463,040 6,691
恵庭分館 304 71,252 139,163 4,119
島松分館 305 25,733 58,287 4,805
インターネット 22,671

計 295,356 660,490 38,286

開館
日数

（日）

入館
者数

（人）

貸出
冊数
（冊）

予約
冊数

（冊）
恵み野本館 198,117 441,335 7,064
恵庭分館 70,738 140,116 4,610
島松分館 25,902 61,281 5,342
インターネット 21,401

計 302 294,757 642,732 38,417

継続
336日

2,422名
3,998冊
6,658冊

予約冊数 429冊
3,675冊

335日
2,659名
4,575冊
7,171冊

予約冊数 768冊
3,764冊

返却冊数

貸出者数

返却冊数

貸出者数

4月～翌年3月

事業内容（簡潔に記入）

黄金ブックステーションの利用状況
開館日数

平成26年度

貸出冊数

事業費（千円）

【 図 書 課 】

平成26年度

302

検索冊数

備　　考事　業　名 開催日 実施場所

平成27年度

開館日数

貸出冊数

恵庭市黄金
ふれあいセン

ター

平成27年度

4月～翌年3月

検索冊数
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《蔵書冊数／一人当たり冊数》 　《貸出冊数／一人当たり冊数》

蔵書冊数
一人当た
り冊数

貸出冊数
一人当た
り冊数

平成23年度 86,273 21.5 270,241 67.3

平成24年度 83,660 21.3 284,506 72.3

平成25年度 83,618 21.4 285,726 73.1

平成26年度 83,945 21.5 294,762 75.6

平成27年度 83,027 21.5 294,099 76.0

《蔵書冊数／一人当たり冊数》 　《貸出冊数／一人当たり冊数》

蔵書冊数
一人当た
り冊数

貸出冊数
一人当た
り冊数

平成23年度 49,884 23 37,428 17.3

平成24年度 53,694 25.8 35,522 17.1

平成25年度 58,542 28.7 38,801 19

平成26年度 61,242 30.0 42,081 20.6

平成27年度 62,010 30.2 47,763 23.3

【小学校図書館】

【中学校図書館】

学校図書館

0
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90,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

蔵書冊数

一人当たり冊数

20

30

40

50

60

70

80

240,000

260,000

280,000

300,000

平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度

貸出冊数

一人当たり冊数
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貸出冊数

一人当たり冊数
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35

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度

蔵書冊数

一人当たり冊数
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報告② 平成 28 年度 事業計画について 
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領域：全般（図書館事業）

生涯学
習基本
計画

1．資料の収集

　(１)図書の収集

　(２)雑誌の収集

　(３)視聴覚資料の収集

　(４)その他の資料

２．資料の提供

　(１)図書・雑誌の貸出

　(２)予約・リクエストの受付

　(３)レファレンスサービス

　(４)蔵書検索システムの充

　実

４．団体貸出

１．おはなし広場

　(１)本館 乳幼児～

　(２)恵庭分館 小学校低学年

　(３)島松分館

２．ブックスタート事業

　(１)ブックスタート

　(２)ブックスタートプラス

３．BALLOONおはなし

　　会

４．家読の普及活動

５．子ども読書の日記念

６．ぬいぐるみの図書館

　おとまり会

　黄金ブックステーションの活用促進。

市　民
　妊娠や育児、勤務時間の都合等で来館が困難な市民
を対象に本の宅配サービスを実施。

幼児～
小・中学生

４月２３日の「子ども読書の日」を記念して読書推
進のための各種事業を開催、併せて小中学校での取組
を啓発する。

通　年 市　民
　かしわのもりブックステーション新規開設。

児
童
サ
ー

ビ
ス

　家読への理解を深める各種取組を実施。随　時

乳児期からの絵本の読み聞かせが親子のコミュニ
ケーションや言葉の発達に効果があることから、引き
続き実施。

毎週２～3回

毎月１回
ＡＬＴや市内在住の外国人留学生が洋書絵本を原語

で読み聞かせる。

毎月1回

毎月1回

４月中旬～
５月中旬

市内団体等

幼児～児童

児童生徒と
その親

絵本の読み聞かせを通し子どもの豊かな心や想像力
を育成するため、読み聞かせ団体等の協力により実
施。

　高齢や障がい等の理由で来館が困難な市民を対象に
本の宅配サービスを実施。

ブックスタートで絵本と出会った親子の更なる家庭
読書の浸透と継続を目的に実施。

毎月２回

毎月３回

通　年
学童クラブ・学校・団体・施設などの図書団体貸出

を推進。

【事　業　計　画】

事　業　名

資
料
及
び
情
報
の
収
集
・
提
供

市民の様々なニーズに応え、所蔵する資料のほか、
未所蔵図書も購入、もしくは道内外の図書館から資料
を借受ける相互貸借サービスを活用し、資料の提供を
行う。また、図書館以外の場所からでも予約を受付け
するインターネット予約サービスの充実を図る。

７．ブックステーション

期　日 対　象 趣　　　旨

　多様化する市民の資料要求に迅速、的確に対応でき
るよう新刊図書、雑誌、視聴覚資料、パンフレット、
郷土資料、行政資料等を収集保存。

通　年 市　民

９～１０ヵ
月児及び保
護者

通　年

通　年

高齢者等

市　民通　年

６．図書宅配サービス

年２回 幼児～児童 　子どもたちに図書館や本への関心を高める。

３．情報提供サービスの推
進

(１)インターネット及び
　各種データベースの利活用

　(２)新着図書情報データ配信
　サービスの実施

　(３)読書履歴管理機能の活用

通　年 市　民

　インターネットや各種データベースの活用促進を図
るほか、利用者の嗜好に応じた新着図書情報や過去の
貸出記録が管理できる機能の提供など、多様なニーズ
に対応した情報提供に努める。

１歳６ヵ月
児及び保護
者

５．高齢者等図書宅配

　　サービス
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領域：全般（図書館事業）

生涯学
習基本
計画

１．文学講演会

２．映画会の開催

３．図書館開館２４時

４．図書館まつり

５．ギャラリー展示

６．本のリサイクル市

１．障がい者サービス

　(１)図書の点訳・音訳

　(２)郵送貸出

　(３)対面朗読サービス

２．サピエ図書館の活用

１．図書館活動のＰＲ

　(１)図書館ニュース

   (２)ホームページの公開

   (３)図書館要覧の作成

１．学校図書館活動の推

　　進

　(１)学校における読書活動

　　　の推進

　(２)図書の共有化推進

　(３)司書教諭・学校司書の

　研修会開催

　(４)朝読・家読の推進

　(５)調べる学習コンクール

　開催

　(６)学校図書館活動推進協

　議会

広
報
活
動

市民から提供を受けた本を中心に、図書館ボラン
ティア「黄色いエプロンの会」主催でリサイクル市を
開催。図書館の除籍資料を市民に無償提供する場とし
ても活用。

市　民

月１回

市民で構成する実行委員会が幼児期から各世代を対
象に多彩なプログラムを展開する。また、小学生から
大学生によって構成する運営ボランティアを募集し、
青少年健全育成の推進に努める。

集
会
文
化
事
業

随時更新

　視覚障がい者等に音声や点字を提供。

期　日 対　象 趣　　　旨

障がい福祉及び広報担当部署と連携し、朗読及び点
訳赤十字奉仕団の協力を得て、録音・点訳された資料
の郵送貸出を実施。また、朗読赤十字奉仕団の協力に
より視覚障がい者への対面朗読を月2回実施。

市　民

市　民年２回

10月15日 市　民

　子どもから大人まで映像文化を学び親しむ機会とす
る。

通　年

【事　業　計　画】

事　業　名

様々な分野の作品や資料展示を通してその分野の興
味を高め、図書館利用を促進。

年１回

市　民

市　民

通　年

　文学作家や有識者を講師に招き、講演会や講座を開
催し、市民の学習機会とする。

年１回 市　民
　図書館を通常の閉館時間から深夜まで開館し、勤務
等の理由により来館困難な市民に対する図書館サービ
スの提供の機会とする。

視聴覚
障がい者

通　年

6月～11月

朝読書や読み聞かせ、家読等により読書習慣の形成
を図り、学校における読書活動を推進する。また、図
書の整備充実を図るとともに、配本システムを活用し
た全市的図書資料の共有化を推進し、司書教諭と学校
司書の連携、学校図書館活動の理解を深めるため合同
研修等を実施する。更に、「小中学生調べる学習コン
クール」を開催し、図書館を利用した調べ学習の推進
を図る。また、学校間のネットワーク化と学校図書館
活動の充実・支援を図る。

年１回

７月 ～
通　年

視覚障がい
者

障
が
い
者
サ
ー

ビ
ス

通　年

図書館の行催事やお知らせ、図書館活動を掲載。併
せて子ども向けＨＰの活用を図る。

小中学校

学
校
図
書
館

　図書館の各種利用状況をまとめた年報を作成。

図書館の行催事や新着図書のお知らせ等、図書館活
動のＰＲ紙として発行。
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生涯学
習基本
計画

１．学校との連携

　(１)総合学習の受入

　(２)職業体験の受入

　(３)団体貸出

　ム

　(５)司書実習生の受入

２．保健センターとの連

　　携

３．司書派遣サービス

４．幼稚園・保育園との

　　連携

５．高校ブックライン事業

１．全市的読み聞かせ活

　　動の展開　　　

　育成支援

　(２)読み聞かせ講習会の開

　催

　(３)幼稚園、保育園等の読

　み聞かせ推進

　(４)学校図書館配本システ

隔　月

随　時

　総合学習の受入、施設利用及び調べ学習サポート
等、児童生徒の受入れを積極的に努める。また、読み
物（文学系）を中心にした団体貸出についても継続し
支援する。
　学校図書館と市立図書館蔵書のオンライン検索及び
配本システムの活用促進を図り、読書支援と学習支援
に努める。

小中学校等

そ
の
他

「育児教室」等の機会に絵本や読み聞かせが乳児に
もたらす効果について、展示等にて周知を図る。

１．恵庭まちじゅう図書

幼稚園等への配置図書、幼稚園・保育園の団体貸
出、読み聞かせ等の推進。

【事　業　計　画】

事　業　名

乳幼児と
その親

乳幼児と
その親

保育園
～幼稚園等

ファミリーサポートや子育て支援センター及び関係
機関の要請に応じて司書等を派遣し、図書館や読み聞
かせ等に関する理解を深めてもらうとともに、読書活
動の普及・啓発を行う。

期　日 対　象 趣　　　旨

領域：全般（図書館事業）

通　年 全　市

市　民

家庭や市内各所での読み聞かせ普及のため、読み聞
かせ活動を担う個人や団体等の支援に努める。また図
書ボランティアの育成を図るとともに、活動の場の開
発及び提供を推進する。

　(１)読み聞かせ活動団体の 通　年

年１回

小中学校で身に付けた読書習慣を高校においてより
確かなものにし、読書力を高め、主体的な読書活動を
推進する。

随　時

　館事業の推進

関
係
機
関
と
の
連
携

８月～
通　年

恵庭北高校
生
教員

年３～５回

随　時

　本を通じて互いに交流を深め、本を地域の絆づくり
に活用する。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
支
援
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報告③ 平成 27 年度 恵庭市立図書館利用者 

アンケート調査結果について 

（別 添） 
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